

















































WIDから GADへ」で途上国開発が「女性と開発（Women in Development）」
を経て「ジェンダーと開発（Gender and Development）」のアプローチへと発
展する様子を、女性の開発への参加を軸に説明する。
「われわれは、性的な理由から自由な生き方を疎外され、社会的平等を妨げ
られている『性的マイノリティ』と自分との距離にこそ、敏感でなければなり
ません」（iii）という編者の言葉に呼応するように、各筆者は最後にそれぞれ
読者に呼びかける。小野沢は根拠のない「認識のせいで（中略）実は現実に起
きている恐ろしい人権侵害に私たちが気付かずにいるようなことがあるとした
21
ら……？」（119）と私たちの常識に疑問をなげかけ、後藤と梅澤はそれぞれ、
作家たちの「苦闘が苦闘となる原因に対して（中略）自分にもまた責任の一端
があるのだと知らなければなりません」（76）、「この社会を形成している主体
が他ならぬわたしたちであるからには、この社会の中で苦しむ女性たちにその
苦しみを負わせているのもまさにわたしたちなのです」（180）と、ジェンダー
が問題となる原因が私たち自身にあることをつきつける。
ジェンダーという言葉は身近になったが、いざ向き合おうとすると、私たち
はそのとらえどころのなさに戸惑う。それはジェンダーの問題が「人が実質的
に生きた軌跡に、またそのなかに残された声に」（iv）だけ見出されるものだ
からだ。本書は個別の声をすくいあげながら、その個人が生きた社会の問題性
を暴く。そしてその社会は私たちが今生きている社会でもあるのだという著者
たちの呼びかけを聞いたとき、私たちは「『性的マイノリティ』と自分との距
離」を考え始める。ここを出発点に「考究と議論を」（梅澤 180）尽くすことで、
正義の標榜にとどまらないジェンダー研究が始まるのだろう。こうして本書は
私たち自身をジェンダーの問題と結びつけ、ジェンダー研究のひとつのきっか
けを与えてくれるのだ。
